
 

  

  

  

公表：  2020 年   2 月  8 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」富塚校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切

である  
７ ０ 

利用児がきらりに

通い慣れるまでは

同時間に１時間に

一人のみ、慣れて

きたら二人と定員

を定めている。 

必要に応じてパー

テーション等で区

切っている。 

  おもちゃ等視覚に入

ってくるため布で隠

しているが見栄えが

悪かった。収納場所

を変えて対応。 

若干狭いためパーテ

ーションで仕切り対

応。 

決して広いスペース

とは言えないが、譲

り合う心を持って

（療育）もらえるよ

うに声かけしてい

る。 

 

②  職員の配置数は適切である  ７ ０ 

 指導員が常勤５

人、非常勤２人の

指導員。児童発達

管理責任者が配置

されている。 

   

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境

になっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設

備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適

切になされている  

６ １ 

特に目立った段差

はない。 

 

トイレが一つしかな

いので、事前に声か

けをしておく。  

バリアフリーになっ

ておらず入り口付近

に段差、トイレの段

差がある。声かけで

注意を促して対応し

ている。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ている。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ

ている  

７ ０ 

毎朝清掃を行な

い、椅子、机等触

れる場所はアルコ

ール除菌をしてい

る。 

   

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設

定と振り返り）に、広く職員が参画している  
６ １ 

    

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事

業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向

等を把握し、業務改善につなげている  

７ ０ 
全てとは言い切れ

ないがクレームに

   

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

ならぬよう勤めて

いる。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも

に、その結果による支援の質の評価及び改善の内

容を、事業所の会報やホームページ等で公開してい

る  

５ ２ 

昨年実施した評価

表をホームページ

で公開し誰でも確

認できるようにし

ている。 

 

  定期的な刊行物はな

く、またブログの定

期更新がなされてい

ない。今後はブログ

を情報を発信できる

よう検討していく。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
３ ４ 

    

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確

保している  
７ ０ 

互いに支援の見学

をし合い良い支援

の仕方を自分の支

援に取り入れてい

る。 

事業所内外の研修

に数多く参加し資

質の向上に勤めて

いる。 

  

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、児童発達支援

計画を作成している  

７ ０ 

    

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している  
７ ０ 

    

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支

援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必

要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な

支援内容が設定されている  

６ １  

  本人家族の支援はお

およそできている

が、地域支援につい

ては行えていない。 

今後地域支援も行え

るよう検討してい

く。 

 
⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  ７ ０     

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  ７ 

０ 

担当が偏らないよ

うにすることで全

員の意見を反映さ

せやすくしてい

る。 

支援の様子を打ち

合わせ等で伝え、

内容や対応等につ

いて共通理解を測

っている。 

   

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  ７ ０ 
    



 

  

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
７ ０ 

個別活動がほとん

どで集団活動はイ

ベント（希望参加

型）となってい

る。 

 小集団の活動を

実施。 

   

⑰  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いる  

６ １ 

お楽しみは指導員

全員で行ない、関

わりを持つように

している。 

また、初めて支援

する場合は事前に

見学したり工作だ

け行ったりして利

用者との関わりを

少しずつ持つよう

にして次の支援が

スムーズに行われ

るようにする。 

   

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を

共有している  

７ ０ 

翌日の朝礼時に前

日の支援の振り返

りをしている。 

朝礼で前日支援に

ついて報告し職員

間で情報を共有し

ている。 

翌日の打ち合わせ

で報告を行なって

いる。 

   

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている  
７ 

０ 

    

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
７ ０ 

    

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している  

４ ３ 

相談支援事業所か

らのモニタリング

で活動の様子を伝

えている。 

 

   

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
４ 

３ 

    

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

４ ３  

  



 

  

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を

整えている  

４ ３  

  

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容

等の情報共有と相互理解を図っている  

４ 

３ 

保護者より希望が

あった場合のみ園

を訪問して情報共

有を図っている。 

   

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っている  

６ 

１ 

架け橋シートを活

用し、利用時の特

性や配慮すべき点

について情報を提

供している。 

就学にあたってサ

ポート架け橋シー

トを作成し情報共

有を図っている。 

  

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

５ 

２ 

保護者から希望が

あれば対応してい

る。 

   

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会がある   ２ 
５   

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・

子育て会議等へ積極的に参加している  
４ ３ 

案内が届くものに

は参加している。 

 

㉚  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る  

７ ０ 

  

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている  

３ ４ 

プログラムはなく

相談があれば対応

している。 

支援は見学しても

らって支援後家出

の様子や声の掛け

方などを話し合っ

ている。 

利用時の特性に対す

る対応ほうについて

話をすることはある

が、保護者に対して

あまり支援すること

はできない。 

保護者への助言等は

しているが、ペアト

レは実施していな

い。今後検討してい

く。 

保

護

者

へ

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を

行っている  
７ ０ 

児童発達管理責任

者から説明で実

施。不明な点があ

ればその都度対応

している。 

 



 

  

の

説

明

責

任

等 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら

支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支

援計画の同意を得ている  

７ 

０ 

 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
７ 

０ 

定期的ではないが

保護者からの相談

には随時乗ってい

る。 

利用時の支援中に

保護者と自発管、

指導員との間で話

をするようにして

いる。 

 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催

する等により、保護者同士の連携を支援している  
７ ０ 

ママカフェを年２

回実施し保護者同

士の交流の場を設

けている。 

保護者の悩み等全て

聞き出せていなかっ

た。聞きたいことを

明確にして Q &Aのよ

うにまとめて保護者

にも見てもらいた

い。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知

し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対

応している  

７ ０ 

   相談や申し入れの対

応の体制は整備され

ていない。また子ど

もや保護者への周知

もされていない。今

後検討していく。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して

発信している  

３ ４ 

SNS やブログを活

用。ほか、壁掲示

を使い情報を発信

している。 

会報ではないが保

護者や子どもに知

らせたいことは玄

関等の目のつく場

所に掲示してい

る。 

  定期発行物やブログ

の定期（随時）更新

をして情報は発信を

していきたい。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  ７ ０ 

社外へ持ち出すこ

とがないよう注意

して取り扱ってい

る。 

   

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をしている  
７ ０ 

    

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図っている  
１ ６ 

 地域との交流がない。 

個人情報の問題もあり今後

慎重に検討していく。 



 

  

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施している  

５ ２ 

 周知しているが訓練

については全てでは

ない。今後実施して

いく。 

児童発達支援では訓

練は未実施。今後検

討していく。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練を行っている  

５ ２ どの子どもも満遍

なく防災防犯訓練

に参加できるよう

計画的に行なって

いる。 

職員は訓練を実施し

ている。今後は児童

発達支援でも実施を

検討。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども

の状況を確認している  
５ ２ 

  

 
㊹  

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書

に基づく対応がされている  
１ ６ 

  

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いる  
６ １ 

  

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
７ ０ 

  

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分

に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記

載している  

７ ０  

 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2020 年  2 月  8 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」富塚  校         保護者等数（児童数）：  ６  回収数： ３   割合：５０  ％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
３ ０ ０ ０  

 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     ３ ０ ０ ０  
 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  
２ １ ０ ０ 

パーテーショ

ンごとに区切

られ、こども

が集中しやす

い環境になっ

ている 

ありがとうござい

ます。限られたス

ペースをお子様に

とって使いやすい

よう工夫したいと

思います。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

３ ０ ０ ０  

 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
３ ０ ０ ０  

 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

３ ０ ０ ０  

 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  ３ ０ ０ ０  
 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
３ ０ ０ ０ 

毎回工夫され

たプログラム

でありがたい

です。 

ありがとうござい

ます。支援に関し

てご要望がありま

したらお気軽にご

相談ください。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  

２ ０ ０ １ 

個別の支援な

ので、なかな

他の子との交

流は日常的に

はない 

ご意見ありがとう

ございます。個人

情報の観点から交

流する機会は少な

いのが現状です。

慎重に検討してい

きたいと思いま

す。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
３ ０ ０ ０  

 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

３ ０ ０ ０  

 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
３ ０ ０ ０  

 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

３ ０ ０ ０ 

親の目線に立

ってくれる。 

丁寧に説明し

てくれる。 

ありがとうござい

ます。お気づきの

点がありました

ら、お気軽に声を

お掛けください。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
３ ０ ０ ０  

 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

２ １ ０ ０ 

定期的におや

こ広場のよう

なプログラム

があり交流が

もてる。 

ありがとうござい

ます。年５回程度

を目標に交流の機

会を設けておりま

す。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

３ ０ ０ ０  

 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
３ ０ ０ ０  

 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

２ １ ０ ０  

 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  ３ ０ ０ ０  
 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

２ １ ０ ０  

 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
２ １ ０ ０  

 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  ３ ０ ０ ０ 

毎回とても楽

しみにしてい

る 

ありがとうござい

ます。これからも

お子様にとって親

しみの持てる場所



 

  

でありたいと思い

ます。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  ３ ０ ０ ０  

 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


